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会 議 記 録  （概 要） 

 

高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり会議

記録を公表します。 

 

会議名 高松市総合都市交通計画推進協議会 平成 27年度第 1回市民啓発部会 

開催日時 平成 27年 7月 27日（月）13時 30分～14時 30分 

開催場所 高松市役所 4階会議室 

議題 議事 

(1) 部会長・副部会長の選任について 

(2) 公共交通利用促進啓発用映像資料について 

(3) バス案内表示板の設置について 

(4)その他 

公開の区分 ■ 公開   □ 一部公開   □非公開 

上記理由 － 

出席委員 宮本部会長、藤本副部会長、川上委員、松木委員、滝川委員、 

多田委員（代理：松川）、今田委員（代理：西本）、奥廣委員、 

野口オブザーバー 

（欠席委員１名：戸城委員） 

傍聴者  1人（傍聴席：5席を確保）、報道 0人 

担当課および連絡先 交通政策課 087-839-2138 

 

審議経過及び審議結果 

次のとおり、部会を開催した。 

 

（事務局） 

本日は、委員 9名のうち過半数以上の方が出席しているので、当協議会設置条例第 6条第 2

項の規定により、会議は成立する。 

 

１ 議事の協議について 

 次の議事について協議し、下記の結果となった。 

 

（１）部会長・副会長の選任 

高松市総合都市交通計画推進協議会条例第 7条第 3項の規定により、会長・副会長を互選し、

次のとおり決定した。 

部会長   宮本委員 

副部会長  藤本委員 
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（２）公共交通利用促進啓発用映像資料について 

  公共交通利用促進啓発用映像資料について・・・事務局から説明 

  以後審議 

 

（会 長） 

意見、質問などがあれば、お願いしたい。 

 

（委 員） 

高松市の目指す取組を表現する箇所は、抽象的なものではなく、具体的な事案を見せる方が

分かりやすいのではないか。 

 

（事務局） 

  今回の映像資料では、「公共交通を基軸にする交通体系の構築」と「地域主導の交通に対す

る関わり」を主な項目として伝えたいと考えているが、前半部の市が目指す交通体系について

は、視聴者に伝わりやすい工夫を施したい。 

 

（委 員） 

  事例となる山田地区のコミュニティバスが便利であるといった紹介に留まることなく、住民

主導による必要性が訴えかけられるような内容となるよう配慮が必要である。 

 

（事務局） 

  市内の他のコミュニティバスに比べ収支が改善傾向にある理由が、住民主導による運営がポ

イントである点が伝わるよう工夫してまいりたい。 

 

（会 長） 

  この資料を地域に紹介していくとのことであるが、要望がある地区のみを対象としているの

か。 

 

（事務局） 

  地域主導の公共交通に対し前向きな考えがある地区を中心に紹介してまいりたい。 

 

 

（３）バス案内表示板の設置について 

  バス案内表示板の設置について・・・事務局から説明 

  以後審議 

 

 （会 長） 

意見、質問などがあれば、お願いしたい。 
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 （委 員） 

２枚の表示板を設置するのであれば、バスの情報を１枚に集約し、ＪＲやことでんの情報を

表示してはどうか。 

 

 （事務局） 

  今回の案内表示板の主たる目的は、中心市街地において路線バスが高頻度で運行されている

にもかかわらず、移動する多くの方の移動手段となっていない点を考慮し、分かりやすい情報

を提供することで利用転換を図ることであることから、１枚にまとめることにより、逆に利用

者に分かりにくいものとなる恐れがある。電車の案内については、スペースを有効活用し、掲

載を検討したい。 

 

（委 員） 

  それぞれの具体的な表示内容はどのようなものか。同じ時刻が表示されるのではないか。ま

た、経由地が表示されると分かりやすいものとなるのではないか。 

 

（事務局） 

  １枚には高松駅から発着する全ての時刻表を、もう１枚には中心市街地に特化した路線案内

表示を想定している。仮に全系統をそれぞれ色分けして表示した際に、中心市街地に用がある

利用者は同色の中から、最短で発車する乗り場、系統を探す必要があり、こうした選択をせず

に次発を表示することで、中心市街地（短距離移動）に特化した利用促進を図るものである。

なお、経由地の表示については、備考欄に掲載することで対応可能である。 

 

（委 員） 

  地図に主要な目的地と路線の位置関係が分かりやすく表示されると、経由地についても分か

ると思う。 

 

（部会長） 

  表示言語は、日本語のみか。 

 

（事務局） 

  来年３月から瀬戸内国際芸術祭が予定されていることからも、多言語表示は必須であると考

えており、分かりやすさを阻害しない範囲で表示内容を検討してまいりたい。 

 

 

（４）その他 

カーフリーデー高松における公共交通利用促進に資する取組（案）・・・事務局から説明 
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２ 事務局より報告および次回協議会等について説明 

  次回部会の開催については、必要に応じて適宜調整させていただく。 

  

閉会 

以 上 

  

 


